
Bu阯etinof⊂enterfor⊂IinicalPsychoIogyKinkiUniversityVoL3:95～105(2010) 95

「なぜ 自分で 自分 を切 って はい けないの?」 とい う問い に対 して
一クールな援助者(サ ポーター)と いう考え方一

孫 漢 洛

そんメ ンタル クリニ ック

要 約

年間の 自殺者が3万 人を超え、同時に自傷行為を繰 り返す人達が増え続けるなかで、 自傷する側の

論理、治療する側の論理で自傷行為を考え直 し両者の溝を埋める必要がある。自傷行為は決して 「生

きるため」だけの行為や 「気を引くため」の行為ではなく、自殺関連行動である。我々は自傷 を繰 り

返す彼 ・彼女らに対 して、自傷 二境界性パーソナリティ障害といった迷信にとらわれてはいけない。

自傷行為 じしんを治療対象 と考えるのでなく、 自傷 を繰 り返す彼 ・彼女らの"ク ール"な 援助者(サ

ポーター)に なることを目指してもいいのではないだろうか。

Keywords:自 傷 行為、 自殺 関連行動、故意 に自分 の健康 を害す る症候群(DSH;deliberateself

harmsyndrome)

1,は じめに

近 年、 自らの身体 を傷 つける人たちの存在 が多数認め られる ようにな り、、、 などとい う

言葉 す ら遠い過去 の ことの ように思 え るほ ど、 リス トカッ トを中心 とした 自傷行為 は若い世

代 を中心 にポ ピュ ラー化 して きた感がある。彼 ・彼女 らが支持 するセ レブ リテ ィ達(ダ イア

ナ妃 、ア ンジェリーナ ・ジ ョリーや ジ ョニー ・デ ップ)が 自らの 自傷体験 を語 った り、人気

のアイ ドル タレン ト達 が リス トカ ッ トを告 白 した りする ことが、かつての ように奇異な眼差

しで見 られた り、変わった ことの ように思われ るのでな く、彼 ・彼 女 らの共感 を呼び起 こし、

受 け入れ られている ように思 える。それは映画や小説、漫画の世界で も同様 であ り、例 えば、

ベ ス トセ ラー になった漫画(す えのぶけい こ 『ライ フ』)の 中で もリス トカッ トは繰 り返 し

描写 されている。漫 画の ヒロイ ンとい う存在 が、 ある意味においてセ レブ リテ ィやア イ ドル

タレン ト以上 に 自分 たちに近 く、今 に生 きる 自分 達を映す存在 である ことを考えれば、漫画

の中の ヒロイ ンの悩 みや苦 しみであった り、 それに対応す るため ヒロイ ンの とる行動 は例 え

その行為が"自 傷行為"と 呼 ばれる"悪 い行為"で あって も彼 ・彼女 らが共 感 を呼び起 こす
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のは当然の ことなのか もしれ ない。松本(松 本,2009)が 指摘す るように若い世代 に とって、

その ような表現 は好奇心 をあお り自傷行為 を試み ようとする気持 ちを増 大 させる可能性 も否

定 はで きないが 、一・方 で 自傷行為 か ら抜 け出す ことがで きず悩 んでいる若者に とっては 「自

分一 人ではない」 とい う安心感 を与 えて くれているのか も知れない。

日常 の臨床 にお いて も、印象 としては 自傷行為 をす る患者 さんは1990年 代 後半 か ら急激

に も増 え続 け、 もはや 自傷行為 を特別 の行為 として考 え るこ とがで きない状況 に なってい

る。かつ て国家試験 の勉強 の ときに 「女 をみた ら妊娠 を疑 え」 と覚 えた ように 「患 者 さん を

みた ら自傷行為 を考 えろ」 と意識 しなけれ ばな らない時代 になったのではないだろ うか と思

えるほどで ある。 となれば、 自傷行為 とは何 なのか と考 え直す必要 があるのではないだろ う

か。 自傷行為 は単 にか わったヤッ らのす るおか しな行為 なのか?若 い世代 を中心 とした流行

なのか?そ れ とも流行 を超 えた社会現象 として捉 え られるべ きなのかPど う考 えるべ きなの

か、、、、。

しか し、 いちばんの問題 は、 なぜ彼 ・彼女 らが 自分 の身体 を故意 に傷つ けるのか とい うこ

との本質であ り、我 々が どの ように援 助で きるか を考 えることなのであ る。

2.自 傷 と自殺企 図

自傷 とは、意図的に 自らの身体 を傷 つけ る行為 であ る。では、その行為が 自殺企図 とはど

の ような点で異な るのだろ うか。一般的には、 自殺の意図(自 殺以外 の意図)を 持 ち、致死

的(非 致 死的)な 手段 ・方法 を用い、致死性 の予測の もとで 自分 自身 を傷つ けるか どうか に

よって両者 は区別 される と考 え られる。 しか し、 自傷 行為 が明確 に 自殺 企図 と異な る行為 で

ある と言 い切 る ことがで きるのだろ うか。

両者 を区別す るため に、 メニ ンガー(Meninger,1938)は 自傷行為 を 「局所 的 自殺 」、ア

ル コール ・薬物依存 を 「慢性 的 自殺」 と呼 び、「生 きるため」 に行 う行為 だ と指摘 した。 そ

の後 ロー ゼ ンター ル ら(Rosentaletal,1972)は 、 手首 自傷 を繰 り返 す若 い女性 患者 の存

在 を明 らかに しそれ らの一群 を 「リス トカ ッ ト症候群:Wrist-cuttingsyndrome」 と名付け、

自殺企図 とは違 った視点 で分類 しよ うと試み た。確 かに、 メニ ンガーの 「生 きるため」 に行

う行為 とい う考 え方、 ローゼ ンタールの 「リス トカ ッ ト症候群」 とい う指摘 は臨床 において

は優れ た新 しい考 え方で あったこ とは否定で きないが、 その後 の精神科 臨床 においては この

考え方ばか りが偏重 されて しまった結果いろいろな誤解 も生 まれたので はないか と思 われ る。

自傷行為 を繰 り返す患者の大半が女性 とい う訳 ではない し、 また、 リス トカ ッ ト症候群 の

患者の殆 どが手首以外の様 々な部位 を自傷 しているこ と、 自傷行為 には拒食 ・過食、過量服

薬、アル コー ル多飲、物質乱用等が高度 に合併 してい ることが明 らか にされて きてお り(松

本 と山口,2005a)、 しか も、 自傷患者の うち摂食障害的傾 向が認め られ る もの は3年 以内 に

深刻な 自殺 企図 に及ぶ リス クが高い こと(松 本 ら,2008)も 指摘 されてい る。 にもかか わ ら
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ず、未 だに 自傷行為 が 自殺企 図 と異 なる行為で あ り、 「狂 言 自殺」 とい うように理解 されて

る場合が あるこ とは好 ましくない傾 向であろ う。

その後 も自傷行為 は、新 たな事実が発見 される とともに、それにあわせ ていろいろ な視点

か ら定義 されて きたのだが 、 自傷行為 に何 を含 めるか とい う点で研 究者達 の意見 が異なって

いるため、最近 で は 「故 意の 自傷:DSHdeliberateselfharmsyndrome」 とい う臨床概念

で整理 しよう とい う動 きが主 となってい る。そ の中で も松 本 は、 リス トカッ トだ けでな く、

自殺 を意 図 しない物質乱用 や拒食 ・過食、 さ らには様 々な危 険な行為 に よって 自らの健康 を

損 ない脅かす行動 の ことを 「『故意 に 自分の健康 を害す る』症候群 」(松 本,2005)と 呼 び、

自傷行為 を自殺 関連行動 として捉 え 「『リス トカッ トじゃ死なない』か も知れ ないけ ども 『リ

ス トカ ッ トす るヤ ツは死 なない』 とはいえない」 こ とを明 らかに している(松 本,2009)。

すなわち、自傷行為 には 「生 きるため」の 「死なない」行為 とい う側面は認め られ るものの、

その行為 は確実 に死 をた ぐり寄せ る行為 なので ある。 自傷行為で は 「今」死 なないだけなの

であ る。 な らば、 自傷行為 と自殺企図 とを明確 に区別す る必要 はないので はないだろ うか。

3.自 傷する側の論理と治療する側の論理

自傷行為に対する認識

日本における自殺者は現在年間3万 人を超えている。 しか も、年を追って自殺者の若年化

が進んでいる。そうした動きの中で、自傷行為を繰 り返す若者達 も増えている。当然のよう

に我々に援助 を求めてやって くる数も増えてきている。 しか し、我々の認識はどうであろう。

彼 ・彼女らを 「面倒な患者」と決めつけてはいないだろうか。

自傷行為が 「故意」に自分を傷つける行為であ り、自殺企図と違って明確 に 「死のうとい

う意思」が無いと理解(誤 解?)さ れている以上、自傷する側とその治療に当たる側の間に

は当然のように温度差が生まれる。こういった温度差は単なる不理解であった り知識や経験

の不足から生じることが多いが、時として偏見や迷信に繋が り、治療そのものを成 り立ちに

くくするものである。自傷する若者がこれほど増加している現実に加え、自傷する側の持つ

偏見は治療する側にとっては治療対象であることを考えれば、いまいちど自傷する側の論理

を理解 し、我々治療する側の認識を現状にあわせてい く必要があるのではないだろうか。

松本(松 本,2005)は 自傷行為 を(1)重 傷型 自傷行為:統 合失調症や薬物中毒性精神病

において幻覚、妄想の影響下で行われるもの(2)常 同型 自傷行為:精 神遅滞、発達障害、

脳性麻痺や遺伝性の様々な先天性疾患でみられるもの(3)表 層型/中 等度自傷行為:心 理

的不快感を軽減するために、身体表面に非致死的な損傷を加えるもの、 と分類 している。特

に(3)表 層型/中 等度 自傷行為 は①脅迫性 自傷行為②衝動性 自傷行為 と分け られている。

現在我々が 日常よく出会い、臨床上の問題になっているリス トカットを中心 とした自傷行為

はこの中でも(3)一 ②に分類 される。単純に重症度を比べるわけにはいかないが、一見そ
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れ らよ り 「重傷」であ るように思われ る(1)重 傷型 自傷行為や(2)常 同型 自傷行為 よ り

も(3)表 層型/中 等度 自傷行為 の方が、「扱 いに くい」 と思 われてい るの は どうい った理

由か らなのだ ろう。

自傷す る側 の論理

彼 ・彼 女 らの側 にたって考えれば、彼 ・彼 女 らはが どうい った ときに自傷行為 に及ぶか と

い うのは理解 で きない ことではないはずであ る。彼 ・彼女 らは怒 りや苛立 ち、不安 をとい っ

た不 快 な感情 を感 じた ときに、 それ らを押 さえ込 むため に、切 る。 しか し、彼 ・彼女 らに

「なぜ切 るのか?」 とその理 由を聞いてみ て も 「よ くわか らない」、「なん とな く」、「よ くわ

か らないけ ど血 を見る と生 きてる気 がする」な どと漠然 としていて、 自らの行動に対す る理

解 自体 が軽 薄であるかの ように感 じられる。 しか も、「切 って るときに痛 み を感 じない」「血

を見 る と 『生 きてる』 と思 ってほっ とす る」 と述べ る一群 が多 い ことは臨床 上経験 す ること

であるが、 それは、切 る こと(血 の鮮 やかな色 を見る ことや痛 覚 を刺激 す ること)で 現実感

を取 り戻 している と考 えるこ ともで きるのである。彼 ・彼女 ら じしんの中に も 「なぜ 自傷 す

るのか?」 とい う問いに対 して明確 な理 由はな く、 自傷 を行 った後 に理 由付 け をしている よ

うに も思 える。

す なわち、理 由は よくわか らないけ ど切 る とほっ とする、のである。 しか も、 自傷 とい う

行為 を行 う時 には現実感 は希薄 にな り離人感が生 じ、かつ痛覚 は鈍麻 しているため、 しば し

ば意 図せず激 しい 自傷 に及 ぶのである。

越賀 は、現実感 とは 「私が、今、 ここに、 いる」 とい う普段 は決 して意識 されない感覚 で

ある、 と説明 した。 そ して、「私 一今 一こ こ」 とい う関係 は、空間化 されない時間 と時 間化

されない空間 との密接 な繋 が りの上 に成 り立 ってお り、 この関係が不安定 にな った ときに、

人 は現 実感 を失 う。離 人感 を訴 える患 者 さんの場合 には、時 間は空 間化 され、世界 は相貌

(Physiognomie)を 失 ってい るのであ り、相 貌 を失 った世界 は空虚 感に支配 され るため、そ

の空虚感 を充 たそ うとしてあ らゆる激 しい運動 を行 うのである、 と(越 賀一雄,1964)。

彼 ・彼女 らの 自傷行為 も現実感 を取 り戻す ための激 しい運動 と して理解 されるべ きで あろ

う。 しか し、激 しい運動 によって取 り戻 され た現実感 は一時的 な もので あ り、現実感 を保 ち

続け るため に再 び自傷が繰 り返 され るのであ る。そ うや って 「私 一今 一ここ」の関係 を維持

しよ うともが くので あるが、 自傷 とい う激 しい運動 を始 めて しまった一部 の人間の中 には、

自傷 の持つ不思議 な魔力 を発見 して しまう場合があ る。冷たか った恋人が振 り向いて くれた

り、偉 そ うに説教 を していた親が心配 して くれた り、不快 な感情 その ものが薄 れた りす る、

とい う魔力 を。 しか も、彼 ・彼女 らは気がついて しまう。 自分た ちにとって苦 しい環境(「 今

一ここ」)を 変化 させ る ように努力す る よりも、切 って しまうことで 自分 じしん(「 私」)を

変える方が手 っ取 り早い とい うことを。
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例 えば彼 ・彼女 らが理不尽 な暴力 を受 けている とす る。 その場合 にで も、彼 ・彼女 らは加

害者 に対 して 「なぜそ んなことをす るのか。そ んなこ とはや めて欲 しい。 ひ どい行為 につ い

て謝罪 して欲 しい」 と訴 え、交渉 した り、他 の人 に自分 の状況 を説明 し理解 して もらい助 け

を求め ようとは しない。その代 わ りに自傷す るので ある。 自傷す るこ とで、手 っ取 り早 く自

分 じしん(の 感情)を 変 えるのであ る。

自傷がその ような魔力 を持 ち即効性 が あるこ とを知 って しまった彼 ・彼女 らは、次 に同様

の不快 感 を感 じた ときに安易 に自傷 に及ぶ。辛い感情 に耐 えるよ りも手 っ取 り早 く切 って し

まお う、 と考 えるようになるのであ る。そ うや って 自傷 を繰 り返す ご とに、次第 に自傷の持

つ不思議 な魔力 と即 効性 は徐 々に失われてい くのであるが、「切 った ら楽 になった」 という実

際の経験 は色 槌せ ることが ない。その経験 によ り、楽 になるための 自傷 は繰 り返 され る。 し

か し、 この時点での彼 ・彼女 らは、 自傷 に対す る罪悪感 は感 じつつ も、 自傷行為 をさほど深

刻 に考 えてるので はない。「今の 自分は切 ってる方が楽だか ら切 ってるだけで、続 けるつ も り

はない、その気 になればいつで もやめれ る」 と思い なが ら自傷 行為 を繰 り返 して ることが多

いのである。「死以外 に苦 しみか ら解放 される方法 はない」 と考 える自殺企図 と違 って、 自傷

行為 は彼 ・彼女 らに とって も 「やめれる もの ならやめたい」 ことであ り 「自傷 はいい ことで

はない」 と思 ってい る場合 が意外 と多 いのであ る。彼 ・彼 女 らは 「やめたい」 と思い なが ら

も一 人の 自分 に戻 った ときに、誰 に も助 け を求め られない絶望の中で孤独 な 自傷 に堕 ちてい

く。 自傷する側 の論理 として は、同情 が欲 しいわけでは決 してない。「誰 も分か って くれない」

「誰 に もい えない」状 況 に耐 える よ り切 る方が手 っ取 り早いの である。 次第 に彼 ・彼女 らは

「や めたい」 のに 「やめ られな く」 なってい く。 この事 実が 自傷 の依存症 的な側面 である。

松本 らは、 自傷 の習慣性 ・嗜癖性 につ いての調査結果 か ら自傷行為 の嗜癖化 プロセスを明

らかに している(松 本 と山口,2005b:図 一1)。 この 中で明 らかにされている ように、 自傷

は自己をコ ン トロールす る行為か ら、周 囲を コン トロールす る行為へ と変化 してい く。 ここ

で大切 なこ とは自傷 とい う行為 じしんが この ような嗜癖化 のプロセスを もつ こ とであ り一部

の特定の障害が周 囲の コ ン トロー ルを行 うので はない とい うこ とで あろ う。 しか し、 このプ

ロセス で示 された変化 こそが、周囲の ものや治療者 に とって 「自傷 は扱 いに くい」 と感 じら

れ る点 なのであ る。

理 由も分か らず いけない ことだと感 じつつ も、その魔力 を期待 して自傷 を繰 り返 し現実感

を取 り戻 そ うとす る彼 ・彼女 らの行動 は、本来、一般的 には到底受 け入れ られ る もので はな

い。彼 ・彼女 らが誰か に援助 を求めて も、「そん なことは して はいけない」「やめ なさい」 な

どと言 われるだけで、 ます ます 彼 ・彼女 らは孤 立 して い き現 実感 を失 い、、、 自傷 に及ぶ。

そ こで彼 ・彼女 らは逆 に我 々に問いか ける 「なぜ 自分で 自分 を切 って はいけないの?」 と。

自傷 する側の論理では 「誰 にも迷惑 をかけてい ない」 し 「切 らない と生 きていけ ない」ので

ある。彼 ・彼 女 らが我 々に助 け を求めて受診す る時は 「助けて欲 しい」 とい う気 持 ちと 「ど
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うせ分か って くれないだろ う」 とい う諦 めが並存 している ように思 える。

とすれ ば、 自傷行為 はSOSで ある とともに、治療 する側へ の挑戦 なのか も知 れない。

絶望感(「 誰も助けてくれない」)

↓

自分をコントロールするための自傷行為

↓

自傷行為の治療効果が減弱

↓

他の手段(過 量服薬など)へ の移行 ・重要他者による発見

↓

周囲をコン トロールするための自傷行為

↓

自分も周囲もコン トロールできなくなって再び絶望

↓

他の手段(過 量服薬など)へ の移行 ・自殺企図

図1.自 傷行為 の嗜癖化 プロセス(松 本 と山口,2005b)

治療す る側の論理

自傷患者が嫌が られる一つ には、治療 する側 の自責感、無力感 の回避す るとい う面があ る。

自傷が生 じた時、家族 や治療す る側 には 自責 感や無 力感が強 く生 じるのであるが、それ を回

避す るために彼 ・彼女 らの行為 を見誤 って しまうのである。治療す る側 か らは、 自傷 を繰 り

返す彼 ・彼女 らは、確 かに 「死ぬ気 もない くせ に」「人 の気 を引 こ うと思 って」 自傷 を繰 り

返 してい る ように誤解 した ままの方 が、 自責 感や無力 感 を感 じに くいか らで ある。確か に

「人 の気 を引 こう と思 って」す る自傷 もあ るだ ろ うが、 自傷 行為 が先程述べ た ように自殺 関

連行動 であ り、「人 の気 を引 くため」 の 自傷 であ って も、 その行為 は確実 に着 実 に死 を引 き

寄せ る行為で ある限 り、治療す る側 は最大 限に注意す るこ とが必要 なのである。

もう一つの側面 にと して、治療す る側が 自傷す る側 にたい してネガテ ィブな気持 ちを抱 い

て しまう背景 には、 自傷行為=境 界性パー ソナ リティ障害 であ り、 しか も、境界性パ ーソナ

リテ ィ障害=ボ ー ダー はとて も手が掛か り、大変難儀す る人達 だ とい う迷信が ある。

その結果、治療 す る側 は、我が身 を守 るため に彼 ・彼女 らを避けて しまい、彼 ・彼女 らの

「なぜ 自分 で 自分 を切 ってはいけ ないの?」 とい う根 本的 な問いか ら目をそ らして しまう傾

向があ る。では、そ もそ も自傷行為=境 界性 パー ソナ リティ障害であ るのか?
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境 界性 パ ー ソナ リテ ィ障 害 の専 門家 であ る ガ ンダー ソ ン とザ ナ リー二(Gunderson&

Zanarini,1987)の よ うに 「自傷 行為 、摂 食障害 、物 質乱用 の いず れ も、結 局 は、境 界性

パ ー ソナ リテ ィ障害の症状 で しか ない」 と述 べ る研 究者が いる一方 で、 フ ァヴ ァ ッッ ァら

(Favazza,A.REtal,1989)は 自傷 行為 を繰 り返す ものの中 で、境 界性 パ ー ソナ リテ ィ障

害 の診断 に該 当 した ものは半数 に満 たなか った と報 告 して いる し、ホー らの研 究(Hawet

aL,2001)に おいて も総合病院で身体的治療 を受 けた自傷患者の うち境界性パ ーソナ リテ ィ

障害の割合 は10.8%で あったと報告 している。臨床上 の印象で も、 自傷行為 が収 まるにつれ、

境界性パー ソナ リティ障害 の ような症状 も収 まって くる ものである。 となれば、 単純 に 自傷

行為=境 界性パ ーソナ リティ障害 と考 える よりも、 自傷 を繰 り返す患者 はその経過 の中で境

界性パ ー ソナ リテ ィ障害 に よ くみ られる症状 を出 しやす い、 と考 えた方が 良 さそ うで ある。

問題 は彼 ・彼女 らが境界性パー ソナ リティ障害(い わゆる"ボ ーダー")で あるのか どうか、

とい うことよりも、治療 す る側が 自傷行為 とい う得体 の知れ ない行為 に向 き合 えるか どうか、

なのであ る。た とえ彼 ・彼女 ら(の 一部)が"ボ ー ダー"で あれ 関係 はない。 自傷 とい う自

殺関連行動 に向 き合 う治療者側の態度が試 されてい るので ある。

で は、なぜ この ような誤解が生 じたのか?

米 国精神 医学会 『DSM-IV・TR精 神疾 患 の分 類 と診断 の手引 き』(医 学書 院2003,新

訂 版)に よれば、図2に 示 した9個 の項 目の うち、5個 以上 に該 当すれ ば境界性パー ソナリ

テ ィ障害 と診断 して よい とされ る。 この診 断基準 の中にDSM-IV・TRの 中で唯一・「自傷行

為 」 とい う文言 が明記 され てる(境 界 性パ ーソナ リテ ィ障害以外 の診 断基準 に 「自傷 行為」

とい う文言 はない)、 そのた めに 自傷行 為が境界性 パー ソナ リテ ィ障害に特 異 な症状 として

聞違 って定着 して しまい、 自傷=境 界性 パー ソナ リテ ィ障害 とい う迷信 が生 まれたので はな

いか と思 われる。 妄想 や幻覚 が統合失調症 に特異 的な症状 でない ように、 自傷 は境 界性 パー

ソナ リテ ィ障害 に特 異 な症状 ではない。幻聴 を訴 えれ ば(幻 聴 〈+〉)す なわ ち統合 失調症

であ る、 と決めつ けて はな らない ように、 自傷行為 があれ ば(リ ス トカ ッ ト 〈+〉)境 界性

パ ー ソナ リテ ィ障 害性 と決めつ けるのは危険で ある。様 々 な障害 において幻聴 は現 れる し、

自傷 も生 じ得 る。 自傷 の〈+〉/〈 一〉を問題 にす るのではな く、 自傷 とい う行為 に陥る彼 ・

彼女 らじしんに 目を向けるべ きではないだろ うか。

百歩譲 って 自傷=境 界性パ ーソナ リテ ィ障害 だ として も、不必要 なまでに忌避 的な感情 を

持つ必 要は どこに もないので はないか。 自傷=境 界性パ ー ソナ リテ ィ障害性 であ り、"ボ ー

ダー"は 厄介者で ある、 という誤解が 問題 なのではないだろ うか。 そ もそ もパ ー ソナ リテ ィ

障害 は、 「病 気」や 「障害」 とい うよ りも 「性格 」の問題 と見 な されやす いため に治療 の対

象 にはならない と思 われ ることが多 く、その結果それ に付随す る 自傷行為 は限界設定(す な

わ ち禁止や叱責の対象)す る以外 に対処方法 はない と考 え られ易 い。 しか しそ れは、治療対
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象 でない厄介者 の 自傷行為 といった ような困った行動化 にはつ きあって られない、 と言 って

いるよ うな ものである。 これは、治療す る側 の一方 的な論理 である。 自傷 する側 の論理 とは

か け離 れて しまい、彼 ・彼女 らは ます ます孤独 を感 じてい く。 そ うして、再 び周 囲を コン ト

ロールす る自傷行為へ と堕 ちてい くとい う悪循環 に陥るのである。

良好 な治療 関係 を維持す るために最低 限の限界設定や ルール作 りが必要 である ことは言 う

まで もないが、 ルール作 りには両者 の合意が必要 であ り、一方 的な押 しつ けであってはな ら

ない。 あれ もだめ、 これ もだめ式 のルールであった り、管理す るこ とだけが 目的で治療 と直

接結 びつか ないよ うなルールはあ くまで も治療す る側 の論理 である と考 えた方 が よい。 トラ

ブルは起 こ して はいけない、入 院中に自傷 を してはいけない(自 傷行為が あれば即退 院=治

療 中断)、 ルー ルを守 らなければ次回の入 院(受 診)は 受 けないetcと い った ような限界設

定 に対 して 自傷す る側 は どう考 えるのだろう。 「自傷行為 をや めたい と思 って入 院 したのに、

切 った ら退院 させ られた。切 らず に生活で きるんな ら入 院なん て しない。何 のため に入 院 し

たのか」 「切 って ない時 は優 し くして くれた先 生が切 ってる うちに冷た くなって きた」 な ど

と考えて しまわ ないだ ろうか。見捨 てられた と思 うよ うにな らない だろ うか。

(1)現 実に、または想像の中で見捨てられることをさけようとするなりふりかまわな

い努力

(2)理 想化とこき下ろしとの両極端を揺れ動くことによって特徴づけられる、不安定

で激 しい人間関係

(3)同 一性障害:著 名で特徴的な不安定な自己像または自己感

(4)自 己を傷つける可能性のある衝動性で、少なくとも2つ の領域にわたるもの

(例:浪 費、性行為、物質乱用、無謀な運転、むちゃ食い)

(5)自 殺の行動、そぶり、脅 し、または自傷行為の繰 り返 し

(6)顕 著な気分反応性による感情不安定性

(例:通 常は2～3時 間持続 し、2～3日 以上持続することはまれな、エピソー

ド的に起こる強い不快気分、いらだた しさ、または不安)

(7)慢 性的な空虚感

(8)不 適切で激 しい怒り、または怒りの制御の困難

(例:し ば しばかんしゃくをおこす、いつも起こっている、取っ組み合いの喧曄

を繰り返す)

(9)一 過性のス トレス関連性の妄想様観念または重篤な解離症状

表2.高 橋 三郎 ほか訳/米 国精 神医学 会 『DSM-IV・TR精 神疾 患の分類 と診断 の手引 き』

医学書 院,2003,新 訂版 より引用
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もし 「入院 中(通 院中)に 自傷 した ら、次 の入 院(受 診)は 断る」 といった ようなルール

が設定 され るとす れば、彼 ・彼女 らは 「入 院(通 院)の ため」 に 「自傷 を我慢す る」 といっ

た矛盾 した状況 に追 い込 まれは しないか。 自傷する側 に とって(当 然治療す る側 にとって も)

目的 は 「自傷行為 な しに普段の生活 を送 る」 こ とで あって 「切 った ら入 院(通 院)で きな く

なるか ら、切 るの を我慢す る」 というこ とではないはずで ある。

「切 らない癖 をつ ける」 とい う 目標 も同様で あろ う。 もし、「切 らない癖」 とい うこ とが存

在す る とすれ ば、 それ まで切 って なかった彼 ・彼女 らに(15才 で初 めて リス トカ ッ トを し

た とす れば、その15年 の 間)に 何 故 に 「切 らない癖」がつか なか ったのか。生 まれてか ら

何年 もの期間切 ってい ないの に身 につ けるこ とので きなか った 「切 らない癖」が短期 間の治

療で身 につ くもの なのであ ろうか。

そ もそ も、 「～ しない」 とい う行為 は 「～す る」 とい う行為以外 の全ての行為 であ る。 と

なれば、「～ しない」 とい う行為 は無限 に存在す ることになる。無限に存在する とい うことは、

存在 しない とい うこ とと同義であ る。す なわち 「～す る」 とい う行為 は存在 して も、「～ し

ない」 とい う行為 は存在 しないのであ る。「切 らない」 とい う行為 を目標 にす るこ と自体が、

存在 しない ゴール を目指 して歩 き続け ることになるのであ り、治療その ものが行 き詰 まって

しまう恐 れがあ る。そ こで また 自傷 は繰 り返 され、治療す る側 はジレンマ に陥 り、 自傷す る

側 は諦めて しまう。

4,ク ール な援助 とい う提案

乱暴 な言 い方であ るが、「自傷 はいけ ない こ とであ る」 と自傷行為 を繰 り返す 人 々がいか

に不 幸 な人生 を歩 むか とい う事例 を語 った り、「命 を大切 に しなければな らない」 と感動的

な出産 シー ンの映像 を見せた りす ることで 自傷 をやめ ることがで きる一群 は、治療 とい う枠

組 みの中で禁止 や叱責 を中心 とした程度の限界 設定 をすれば、彼 ・彼 女 らの問題 を乗 り越 え

る ことがで きる場合 が多 いだろ う。 自分で 自分が コン トロールで きない彼 ・彼女 らを少 しだ

け外 か らコン トロール(す なわち質のいい管 理 を)し てあげれば よいのだか ら。 しか し、治

療 する側が こ とさら目を向 けなければ な らないのは、「自傷 はいけない ことであ る」 と諭 し

て も 「何 故い けないの?」 と反論 し、 「命 は大切で ある」 と説いて も 「みんなの命 は大切 な

のに何故 わた しの命 は大切 じゃないの?」 と聞 き返 して くる厄介 な一群 なのである。彼 ・彼

女 らは治療す る側 の努力 や思 いを嘲笑 うかの ように 自傷 を繰 り返 す。 治療 の枠組 み を平気 で

ぶ ち壊す。 治療す る側 を試す かの ような行動 を と り、時には感謝 し、時には批判 す る。 まる

で"ボ ーダー"の ように。

しか し、我 々はプロである。 その ような行為 に挑発 されてはいけない。神 の ように賞賛 さ

れ ようが、蛇蜴 の ごと く嫌 われ よ うが(イ ンターネ ッ トに悪 口 を書 き込 まれ よ うが)、 彼 ・

彼女 らの機嫌 を取 る必要 はない。 そ もそ も我 々は彼 ・彼女 らに賞 賛 される ことを 目的 として
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るの ではないのであるか ら。彼 ・彼女 らが お とな しく言 うことを聞いて くれる ように接す る

ことこそ、 よ りいっそ う彼 ・彼女 らを"ボ ーダー化"さ せ る行為 だ と肝 に銘 じなければな ら

ない。 いったん"ボ ーダー化"し た彼 ・彼女 らは、治療す る側 をどん どん困 らせて い くが 、

その一方 で不安 を感 じ、過食 し、 リス トカ ッ トの疵 だ らけの腕 で便座 を抱 え、本 来排泄す る

場所 に顔 を突 っ込 んで 嘔吐 を繰 り返す。そ の時彼 ・彼女 らの屈 辱感 は最 高潮に達 し、そ れ

こそ 「死 にた くなる」のであ る。そ んな彼 ・彼女 らを誰が非難で きるだろ う。

自傷す る側 も治療す る側 も、 自傷 を治 したい と希 んでいるのは ま ぎれ もない事実 である。

なの に 自傷 する側 は 「誰 も助 けて くれ ない」 「誰 も分か って くれない」 とます ます 自傷 を繰

り返 し、治療 す る側 は 「どうして うま くいかないのか」 と無力 感 を感 じてい く場 合が多 い。

同 じことを希み なが ら、助 けを求め る側 と助 けたい側 に大 きな溝がで きてい く。何故 にそ の

ような不幸 なことが起 こるのか。 こうい った不幸の連鎖 は断 ち切 らなけれ ばな らない。

発想 を変 えてみて はどうか?

自傷 行為 を治療 を しようと思 うことで不幸が起 こって しまうのであれ ば、治療 を して 自傷

をやめ させ る(=や め させ る ように治療 す る)の で な く、彼 ・彼女 らが 「自傷 しないヤ ツ ら」

に変わる ように見守 り、サポー トすればいい。

自傷 を症状 と捉 え、そ れ を治 そ うとす るか らその治療効 果 を求 め るあ ま り彼 ・彼女 らに

期待 し、裏切 られるのであ る。彼 ・彼 女 らの 「切 った」「切 らない」 に一喜一憂 し、 まるで

"ボー ダー"の ように反応 を起 こすのである。 もっとクールであっていいのではないだろ うか。

自傷 とい う行為 は、身体疾患 における発熱 とは異 なる。単に解 熱 した り、基礎疾患 を治療す

ればす む とい う類 いの ものではない。 その行為 を乗 り越 えてい く、すなわち 自傷 する以外 の

方法 で 自分 じしんの辛 さに対処 する方法 を見 つけてい く、彼 ・彼 女 らが変 ってい く(成 長す

る)た めに与 え られたテーマだ と考えてみたい。実際、彼 ・彼 女 らの 自傷 と我々の生活に は

特別 な関連性 はないのである。彼 ・彼女 らが 自傷 したか らといって殊 更困る必 要 も一方的に

悩 む必要 もな く、無力感 を感 じる必要 もない。 自傷 する 自分 に悩 み、それ を乗 り越 え ようと

す る彼 ・彼女 らを密 かに応援す ればいい。 そ して時にプロ としての助言 をすればいい。

「今」 は切 らず にい られない彼 ・彼女 らの 「今」 は永遠 に続 く 「今」 では な く、変化 し続

ける 「今」なのである。な らば、 ひとまず 「今」 に対 し"YES"と 言ってみては どうだろ う。

苦 しむ彼 ・彼女 らに対 して も、彼 ・彼女 らに悩 ま される我 々 じしんに も"YES"と 。 「なぜ

切 って はい けないの?」 と問 う彼 ・彼女 らを否定す るこ ともな く、 その答 えに詰 まる我 々を

否定す ること もな く。そ して我 々は治療す る側 に立つ のでな く、 あ くまで もクールな援助者

(サ ポー ター)と して彼 ・彼女 らが、 自傷 とは違 う方法 を見 つけてい く過程 を応援 しなが ら

見守ればいいのであ る。 プロとは言 って も我 々 も生 身の人 間であ る。時 には彼 ・彼女 らの言

動 に怒 りが込み上げて くることもあれ ば、計 らず も泪す るこ ともあ るだろ う。 まるで"ボ ー

ダー"の ように反応 を起 こ し彼 ・彼女 らに感情 をぶつ けるなんてことは、 当然 あってはな ら
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ない ことであるのは言 うまで もないが、援助 者だって怒って もいいのであ る。怒 りが生 じた

時には、怒 りに身を任せ るのでな く、爆発 しそ うにな る感情 を抑 えてい く過 程 を目の前で見

せ るチ ャンス と考えればいいのである。 クール ダウンする過程 を見せ た上で、 もし不 適切 な

態度 を取 って しまったのであれば 「ごめんな さい」 と正 直に謝ればいいのであ る。大切 なこ

とは、 クールで あ りなが らも 「辛 い ときに は辛い と言 っていい んだ」 「悲 しい ときには悲 し

い と言 ってい いんだ」 「泣 きた い ときには泣い て もいいんだ」 とい う態 度 を取 り続 け、 失敗

した として も何 回で もや り直す こともで きるんだ、 と伝 える ことである。 なぜ な ら、辛い と

感 じた時 に 「辛 い」 とも言 わず 、悲 しい時に も泪 を こらえ、周 りに助 けを求 める こともな く

一人 で耐 え続 けるこ とこそが、 いちばん 「自分 を傷 つける」行為 なのだか ら。

心 を開いて

"YES"
って言 ってご らん

すべて を肯定 してみ ると

答 えが見つかる もんだ よ

一JohnLennon
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